A Report on an Intermediate Japanese Reading Class : focused on the learners\u27 needs by 高橋 純子 & 鄭 聖美
読むJ600教材の最適化を目指して : アンケート調
査結果の報告





その他のタイトル A Report on an Intermediate Japanese Reading

















A Report on an Intermediate ]apanese Reading Class: 
focused on the learners' needs 
TAKAHASHI Junko， JUNG Sungmi 
[Abstract] This paper reports on the results of two surveys: an evaluation of the 
reading materials and c1ass activities conducted in the first and second term， and a 
survey regarding reading strategies in the second and third term in 2012. The 
learners showed their interests in the reading materials， and found the class activities 
quite useful. Most of them mentioned that vocabulary and background knowledge 
were important to understand the texts. They expect reading materials to be ful of 
new vocabulary and expressions. The intermediate learners of J600 feel that they 
don't have enough vocabulary and are eager to increase them. The learners with 
kanji backgrounds tended to use top-down reading strategies， while the learners 
合omnon-kanji countries tended to rely on the dictionary. 
[Keywords] reading strategies， evaluation of reading materials and class activities， 
difficulties in reading 
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2012年度一2学期 2クラス、 36名:中国14名、台湾4名、ウクライナ1名、 うち、 29名
カザフスタン3名、ウズベキスタン5名、キルギス l名、
カンボジア 1名、タジキスタン2名、ロシア2名、ラト
ビア l名、 リトアニア 1名、 ドイツ l名、ポーランド3
名、スペイン l名、インドネシア I名、セルビアl名
(2) r読み方調査アンケート」の対象者と回答者数







シア2名、ラトビア l名、 リトアニアl名、 ドイツ l名、
ポーランド3名、スペイン l名、インドネシア 1名、セ
ルビア 1名
加 2年度-3学期 I3クラス、 36名:中富11名、台湾l名、韓国2名、エジ
プト 2名、ベトナム2名、アメリカ2名、ロシア 1名、
エストニア l名、インドネシア l名、ウズベキスタン l















































逐語的読み 非漢字国γ漢字額 類推的読み 非漢字額;漢字額 計
安心で、きる 5 6 19 18 37 
大そ早読内い容む変つうくがだでともしト理とはでい解なたがドいでる《なのきるわかりやすい 15 10 25 3 5 8 
そうしてしる 4 2 6 8 15 
脳、.~.......齢、一・ -~ 





















内容に興味がない (13名) 34% 
その他 (4名) その他 (1名) 2.6% 











諦めて読みやめる (1名) ~ 
図3 分からなくなった時の対処の仕方








非漢字圏 (37名) 割合 漢字国 (35名) 割合
辞書で調べる (25名) 68% 前に戻る (20名) 57% 
読み続rける (15名) 41% 読み続ける (18名) 51% 
;前に戻る {13名) 35% 辞書で調べる (13名) 37% 
何回も読み返す(ロ名) 35% 何回も読み返す (6名) 17% 





















非漢字圏 (37名) 割合 漢字額 (35名)
諮桑・表現がたぐさん学べる (13名) 35% 内容が郡白く、理解しやすい (8名)
内容が商白く、理解しやすい(11名) 30% 日本について学べる (7名)
日本にフいて学べる(~名〉 24% 語葉・表現がたくさん学べる (6名}
文裂が学べ、復習できる t:5名〉 14% 知識が増え、話題にできそう伶名〉
知識が増え、話題にできそう (4名) 11% 文型が学代、復習できる (5名)






























解の I~難点として最も多く挙げた回答と一致する。「できるだけ多く読む (25名)J r興味の
ある内容を読む (17名)Jと「本・小説などの長文を読む (16名)J r新開・雑誌などの記事
を読む(15名)Jr様々なタイプの文を読む (14名)Jr読む練習をする (8名)J r毎臼読む (7
名)Jr繰り返し読む (4名)Jr母語あるいは英語で既に読んだ読み物を日本語で読む (2名)J
と「読む」ことが必要だという記述は77件にのぼる。そしては番「音声によるインプット
をする (5名)J 、24番「聞く能力をつける (2名)J 、22番「シャドーイング (2名)をする」
と19番「音読をする (2名)Jも加えると11名が読む力をつけるためには開く力を始め、他
の技能も必要と考えている点は興味深い。「筑波大学留学生センターにおける学習者のニー
ス、分析J で、孟・小ill予 (2012) で「読む」活動の I~難点として「語蒙」が、 I~ヨ・酒井 (2012)






































































































































































いつも 29名 -矢口らない漢字・単語があるから、準備しないと大変だから (4名)
-授業の前に予習したら、授業でよく理解できる (8名)
-クラスメートと意見交換をするため (3名)
































筑波大学留学生センタ一 日本語教育論集 第(29号 (2014)
表12 グループでの話し合い
























































































~q二充埠・関 11時 1専紀 (2012) I筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 I話すJの場合一J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:277-288 
申貞居、・酒井たか子 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 r開く」の場合-J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:289-298 
高橋純子 (2013) r読む600Jの授業で教師が目指すもの一教材を中心にして-J~筑波大
学留学生センタ一日本語教育論集~ 28: 235-250 
孟li:，!~ .小野正樹 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 I読む」の場合一J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:299-317 
劉雅静・木戸光子 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-




資料 1 (1) r読み方調査アンケートJ(筆者による空行・ルピ削除)
名前
次の質問に答えてください。








































筑波大学留学生センタ一 日本語教育論集 第29号 (2011)




おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった ( 1可が?) 




むずかしかった ふつう かんたんだった (1可がつ)




むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?)
l或相:
④;毎の祭礼
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?) 
l或棺
⑤)11 fpn
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
f交にてZった ふつう 役に立たなかった (どうして?)
i或相:
2.授業の前に読み物を読んできましたか。
( )いつも読んできた。( ) i時々読んできた。 )全然読んでこなかった。
どうしてですか。
3. グループで読むのはどうでしたか。
( )役に立った。( )あまり役に立たなかった。 )一人で、読んだほうがし1い。
どうしてですか。
4. 小テストはどうでしたか。
( )役に立った。( )あまり役に立たなかった。 )ない方がいい。
どうしてですか。
5. この授業でどのくらい一生懸命勉強しましたか。
( )とてもよく勉強した。( )ふつう )あまり勉強しなかった。
どうしてですか。
6. その他、何でも気がついたことなど書いて下さい。
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